
4年次
　　　▪ 7月：指導教員と相談の上「卒業論文第二次題目」を登録
　　　▪12月：卒業論文提出
　題目は、「外国語総合演習」・「文化総合演習」における学びを踏まえて各自で決定してください。�
なお、卒業論文指導教員は、外国語文化学科所属の専任教員を原則としますが、文学部所属の専任教
員の中からも選ぶことができます。

【外国語文化学科の履修について】

■　�ここに示す履修モデルは、平成29年度以降の入学者に適応するものであり、平成28年度以前の入
学者については適応しないので、注意してください。

■　�外国語文化学科の要卒単位は、124単位です。単位履修については、専門教育科目64～88単位、
共通教育科目36～60単位の間で、必修・選択必修科目を考慮したうえで、自由に科目構成するこ
とができます。なお、要卒124単位は卒業に必要な最低単位数であり、これより多く履修するこ
とは差し支えありません。

■　�履修登録に際しては、4年間の全体を見通して考え、効果的で無理のない履修計画を立てましょう。
必ず『履修要綱』を参照し、外国語文化学科による「学科ガイダンス」および教務課による「履
修ガイダンス」に出席し、誤りや遺漏のないようにしてください。特に、教員免許の取得を希望
する学生は、この点に留意しなければなりません。なお、教職以外の資格課程を希望する学生は、
『履修要綱』の該当個所を参照してください。

■　�以下の履修モデルは、科目構成の全体像を理解しやすくする目的で作成されたもので、なんら選
択を拘束するものではありません。さまざまな履修モデルが考えられますが、学生諸君の自主的
な履修計画のための参考として、次の3つのパターンを示しました。

　　⑴　�外国語コミュニケーションコース履修モデル［英語とドイツ語のコミュニケーションを重点
的に学び、3年次にドイツ語圏への夏期短期留学に参加するケース］

　　⑵　�外国語コミュニケーションコース履修モデル［英語とフランス語のコミュニケーションを重
点的に学び、3年次にフランス語圏への夏期短期留学に参加するケース］

　　⑶　�外国文化コース履修モデル［英語と中国語を重点的に学び、多彩な文化論を研究するケース］
■　�実際の履修登録にあたっては、年度により時間割や履修者の希望の都合によって、必ずしもこの
パターンどおりに履修できない場合があります。前期および後期開講時の教務課の掲示や学科の
指示に注意しましょう。

―　30　—

重点的に学び、3年次にデュースブルク＝エッセン大学夏期短期留学（ドイツ）に参加する
ケース］◆

◆外国語コミュニケーションコース履修モデル［英語とドイツ語のコミュニケーションを
（1） ◆外国語コミュニケーションコース履修モデル［英語とドイツ語のコミュニケーションを

重点的に学び、3年次にドイツ語圏への夏期短期留学に参加するケース］◆
※ここに示したのは1つのモデルです。実際の履修にあたっては、必ず『履修要綱』を参照のこと。

英米語概論 I・II



 ♦外国語コミュニケーションコース履修モデル［英語とフランス語のコミュニケーションを
重点的に学び、３年次に西部カトリック大学夏期短期留学（フランス）に参加するケース］♦

※ここに示したには１つのモデルです。実際の履修にあたっては、必ず「履修要綱」を参照のこと。

（2） ◆外国語コミュニケーションコース履修モデル［英語とフランス語のコミュニケーションを
重点的に学び、3年次に西部カトリック大学夏期短期留学（フランス）に参加するケース］◆

※ここに示したのは1つのモデルです。実際の履修にあたっては、必ず『履修要綱』を参照のこと。

英米語概論

―　 　―

ケース］◆
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―　 　―

 ♦外国語コミュニケーションコース履修モデル［英語とフランス語のコミュニケーションを
重点的に学び、３年次に西部カトリック大学夏期短期留学（フランス）に参加するケース］♦

※ここに示したには１つのモデルです。実際の履修にあたっては、必ず「履修要綱」を参照のこと。

（2） ◆外国語コミュニケーションコース履修モデル［英語とフランス語のコミュニケーションを
重点的に学び、3年次に西部カトリック大学夏期短期留学（フランス）に参加するケース］◆

※ここに示したのは1つのモデルです。実際の履修にあたっては、必ず『履修要綱』を参照のこと。
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ケース］◆
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